
※写真が入ります 

 

●  

新しく誕生するエリア

「あそび村」。小学生～中

学、大学生、社会人が企画

に加わっています。6 月 25

日（土）は「あそび村をつく

ろう！」開村式や、工房で

●毎年６月に子ども・子育

ての楽しい街をめざしてい

るイベント。６年間続ける

ことで発足し、今年は四回

目。例年参加する団体は４

０以上、１５００人の来場

を予定している。●なかの

ＺＥＲＯ西館を会場に、子

育て支援、アート、パフォ

ーマンス、遊びのテーマの

４会場でコーナー、ワーク

ショップ、講座が並ぶ。●

イベント開催時のみなら

ず、年間を通じて、プロジ

ェクトを企画。●その成果

は中野区内の地域とつなが

り、還元をめざし、少しず

つ実践を重ねている。 

さまざまな「商品」づくり、

牛乳パックやダンボールの

巨大建造物の建設をしま

す。6月26日（日）は、「遊び

村であそぼう！」射的やゲ

ームコーナー、スタッフとし

て働いて、専用通貨をもら

うこともできるかも！ 

●  

毎年大好評のフェス場内

６人のオーナーとカフェ店主でつ

くる 「カフェ部門」と、まちづくり 

の「コミュニティ部門」がドッキン

グ。共同経営の多目的なカフェ 

●中野区上高田１－３４－１ 
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中野まちのエンガワ・プロジェクト、なかの育フェスへのお問合せ●Ｅメール／nakanoikufes@gmail.com●℡０９０－４７１２－９３１９（中村） 

★育フェス準備 WS 第二弾！ 

パペットや楽器で育フェス会場で当日にいっしょに遊ぼう！ 

10 時～12 時  
なかの ZERO カルチャー教室／なかの ZERO 西館 

くつしたパペットをつくろう！ 
対象小学生 参加費 1000 円 定員 10 名 

「let’s 天才テレビ君！」で紹介された、くつしたを使った

パペットが簡単にできるよ。動かし方も体験しよう。／講

師 中村信子(どんきい劇場) 

申し込み 5340－5001（生涯学習支援課） 

なかの ZERO 西館 科学実験室 

きみの音ってどんなオト？ 
対象 幼児～小学生親子 参加費 500 円 定員 10 名 

ペットボトルで、面白い音がでる楽器をつくろう！ 

申し込み  hapifuru.nakano@gmail.com 子育て支援はぴふる 

なかの ZERO 西館学習室１

なかの育フェス出展者連絡会 
①午前の部 10 時～12 時②夜の部 19 時～21 時 

第四回なかの育フェスに参加を予定されている団体が対象 

◆お問い合わせ メール nakanoikufes@gmail.com 
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を楽器を鳴らしながら行進

できる「ねりあるき隊」。5

月 22日のWSに参加して楽

器を作ると、当日ウクレレ隊

といっしょに「ねりあるき

隊」の一員になれます。楽

器がなくても Ok！コスプ

レ？も大歓迎。 

●4 月 23 日エカイエで、

育フェス準備ｗｓ「パペッ

トワークショップ大作戦」

を行いました。スポンジで

簡単にできるパペット（動

かせる人形の事）を各自の

考えたデザインで作りま

した。6月に育フェスでは、

いくゾウ広場に「パペット

劇場」が出現。誰でもパペ

ットを動かせたり、即興で

劇に参加したり、パペット

ショーを見ることができ

るカモしれません。 
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 単純に計算してほしい。1,863,000,000 円÷13

は？？桁が多くてめまいがしそう！ これは、平成

14 年に始まった、文部科学省の子どもたちへの文化

体験を支援する予算だ。13 というのは 13 地域で、こ

の予算を使って事業をしたという事。平均しても最低

14,000,000 円。あなただったら子ども達の為に、ど

のようにお金を使うだろうか？しかも市町村との共

催が条件で、最低 500 万円以上じゃないと門残払い。 

ところが、なんと突如降って湧いたように、平成

16 年度に文化の支援事業が「地域教育力再生プラン」

に組み込まれ、私達（NPO）の企画でも、手の届く範

囲の規模と予算で実現できることになったのだ！ 

連載 

中野の象の歴史を、子ども達

と体験した～い！文部科学

省の予算を使うことに！！ 

□読まなくなった本や聞かない CD 

□使わなくなったおもちゃ 

□牛乳パック（開いていないもの） 

□途中で挫折した「手芸材料」 

□きれいな包装紙や紙袋 

□捨てられないおまけや携帯ストラップ 

□水曜日の夜はあいている！ 

□エカイエに行ったことがある。 

 


